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中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況
1.中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組み方針

[ 地域密着型金融推進計画 ]
１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮
２．地域の面的再生(＊1)への積極的な参画
３．地域やお客様に対する積極的な情報発信
を柱に具体的取組み策を掲げ推進し、地域金融機関として皆様のお役に立てるよう努めてまい
りました。
(＊1)地域の面的再生とは、複数の取組みが連携し広がりをもった面として地域全体の活性化、持続的な成長により

再生することです。具体的な取組みとしては、奥州市が策定した「奥州市中心市街地活性化基本計画」の各種
事業に対して協力を行いました。

2.中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況

3.中小企業の経営支援に関する取組み状況

１．本部融資部に経営支援の専門部署である企業支援課を設置し、営業店と協働して支援を行う態勢を
整備しております。支援対象は常務会が特定した経営支援先を中心に、貸付条件の変更を行った先な
ど多岐にわたります。

２．支援対象先の状況において高度な支援が必要な場合は、専門家派遣制度を利用し、中小企業診
断士、税理士などの助言を受けております。
３．外部機関との連携については、中小企業再生支援協議会等と連携し、抜本的な事業再生に取
組んでおります。また、TKC東北会と「中小企業の経営力強化に向けた取組みに関する覚書」
を締結し、中小企業の財務経営力・資金調達力の強化を支援しているほか、日本政策金融公庫
と業務連携の覚書を締結し、地域密着型金融の機能強化に取組んでおります。
４．当金庫は中小企業経営力強化支援法における経営革新等支援機関（認定支援機関）として、経
営改善支援に留まらず、創業・ものづくり補助金等申請の際は計画段階から関与し、支援して
おります。

・経営支援先として16先の企業を選定し、経営改善の支援を行いました。
・条件変更を行った先の内、重点管理先76先（平成29年度期首時点）を選定し、企業支援課と営業店が
アフターフォローに取組みました。
・認定支援機関として1件のIT導入補助金申請支援を行い、採択されました。
・中小企業再生支援協議会を利用して3先の経営改善計画策定支援を行い、既に計画策定が完了した先
も含め、5先について金融機関連絡会議を開催しました。
・TKC東北会及びコンサルタント会社と連携し、認定支援機関による経営改善計画策定支援事業を、5先
について取組み、内1先については計画策定致しました。
・岩手県よろず支援拠点と連携し、出張相談会を開催し、30先50件の相談にワンストップにて対応致しま
した。

2．経営改善・事業再生  等の支援

・事業価値を見極める融資手法（不動産担保や個人保証に過度に依存しない融資）への取組みとして、無
担保無保証の当金庫融資商品「ニュービジネスローン」の推進を図りました。
・「ニュービジネスローン」や奥州市・岩手県の制度融資を活用し、資金提供を図りました。平成29年度は
14件182百万円の実績（内ニュービジネスローンは7件10百万円）となりました。
・平成28年度に続き、第5回目の当金庫主催「創業支援セミナー」（共催：日本政策金融公庫一関支店、後
援：奥州市、奥州商工会議所、前沢商工会、岩手県信用保証協会）を開催しました。あわせて個別相談会
も実施し、事業計画や資金調達等の相談にお応えしました。（セミナー参加10名、内個別相談6名）

１．創業・新規事業開拓の支援
平成29年度は以下の取組みを行いました。
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（注）「謝絶」に係る貸付債権の金額・件数の中に債務者が破産手続きの申立中の事例に係る貸付債権の金額・件数が含まれています。

（２）住宅ローンをご利用の皆様への取組み
貸付の条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額〔債務者が住宅資金借入者である場合〕

（単位：件、百万円）
平成29年3月末 平成30年3月末

件数 金額 件数 金額
貸付の条件の変更等の申込みを受けた貸付債権 35

33
0
0
2

374
364
0
0
9

34
31
0
1
2

354
331
0
13
9

うち、実行に係る貸付債権
うち、謝絶に係る貸付債権
うち、審査中の貸付債権
うち、取下げに係る貸付債権

（単位：件、百万円）
平成29年3月末 平成30年3月末
件数 金額 件数 金額

貸付の条件の変更等の申込みを受けた貸付債権 3,563
3,495
17
26
25

51,124
50,024
187
575
337

3,217
3,170
17
5
25

46,118
45,527
187
65
337

うち、実行に係る貸付債権
うち、謝絶に係る貸付債権
うち、審査中の貸付債権
うち、取下げに係る貸付債権

地域金融円滑化のための基本方針

1. 取組み方針
地域の中小企業および個人のお客様への安定した資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である
信用金庫にとって、最も重要な社会的使命です。
私どもは、お客様からの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、これまでと同様、お客様の
抱えている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯に取組みます。

2. 金融円滑化措置の円滑な実施に向けた態勢整備
当金庫は、上記取組み方針を適切に実施するため、以下のとおり、必要な態勢整備を図っております。
①態勢整備を図るために理事会等において決議した事項
●金融円滑化管理方針を策定しました。
②お客様へのきめ細やかな経営改善支援を行うための態勢整備
●事業資金・住宅ローン利用者がより相談されやすいよう全営業店・本部（融資部企業支援課）に窓口（金融
相談窓口）を設置しました。
また、各営業店内に返済相談担当者を任命し、これまで以上にきめ細やかにお客様からのご相談に対応し
ていく体制を整備しました。
●本部の専門部署（融資部企業支援課）は、各営業店を通じてお客様へのきめ細やかな経営改善支援を行い
ます。

3. 他の金融機関等との緊密な連携
当金庫は、複数の金融機関から借入れを行っているお客様から貸付条件の変更等の申し出があった場合など、他
の金融機関や信用保証協会等と緊密な連携を図る必要が生じたときは、守秘義務に留意しつつ、お客様の同意を得
たうえで、これらの関係機関と情報の確認・照会を行うなど、緊密な連携を図りながら地域金融の円滑化に努めてま
いります。

地域金融円滑化に係る取組み

金融円滑化に係る取組み状況

お客様からの貸付条件
の変更等に関する苦情
相談は、次の相談窓口
をご利用ください。

水沢信用金庫　みずしん相談室
貸付条件の変更等に関する苦情相談担当【企業支援課】
電話番号0197-23-5197（直通）
※受付時間は午前9時から午後5時までです。（当金庫の窓口休業日は除きます）

（１）中小企業・個人事業主の皆様への取組み
貸付の条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額〔債務者が中小企業者である場合〕

　水沢信用金庫は、地域の中小企業および個人のお客様に必要な資金を安定的に供給し、地域経済の
発展に寄与するため、以下の方針に基づき、地域金融の円滑化に全力を傾注して取組んでまいります。
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4．ビジネスマッチ
・当金庫は地域の中小企業の販路拡大を図るため、ビジネスマッチに積極的に取組んでおります。
　「ビジネスマッチ東北2017」に8社、「よい仕事おこしフェア」に1社、「ビジネスフェア2017」に1社、
のべ10社が参加し商談等が活発に行われました。

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお
借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経
営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務状況
等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努め
ています。
　なお、29年度に当金庫において、新規に無保証で融資をした件数は224件、新規融資に占める経
営者保証に依存しない融資の割合は29.64％、保証契約を解除した件数は5件、同ガイドラインに基
づく保証債務整理の成立件数（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）は18件です。

3．「経営者保証に関するガイドライン」への取組み

8

4.地域の活性化に関する取組み状況

　地域活性化につながる多様なサービスの提供として、地域を担う若い世代への金融経済知識
の普及活動に取組んでおります。
　平成 29 年度も、市内小中学生への「マネースクール」の実施や、市内高校生の「インターンシ
ップ」受け入れ、商工会議所青年部や青年会議所が主催する「職場体験学習事業」へ協力いたし
ました。

奥州市との協定
平成29年4月、奥州市と「地域活性化に向けた包括連携協定」を締結いたしました。
相互に連携・協力して取組むことにより、地域経済活性化につなげていきます。

連携・協力の内容
（1）安定した雇用と新しい産業の創出に関す

ること
（2）出合いを通じた結婚支援、子育て環境の

充実に関すること
（3）体験を通じた新たな奥州ファンの開拓に

関すること
（4）地域愛の醸成と、安心・安全に生活で

きる個性豊かな地域社会の実現に関す
ること

（5）奥州市の地域経済活性化に資することを
達成するために必要と認められる事項に
関すること
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